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請願趣旨 

 貴議会が、住民のいのちと健康をまもるために、積極的な諸施策

に取り組まれていることに心より敬意を表します。今日、看護師不

足は地方・都市部を問わず深刻な社会問題となっており、看護師確

保ができず病床の閉鎖に追い込まれる病院が生まれるなど、地域医

療が崩壊する危機的状況も生じています。 

 日本の看護師数は、ＯＥＣＤ加盟３０カ国中１４位、ＷＨＯ加盟

国比較でも２７位であり、欧州や米国との比較では１００床あたり

３分の１～５分の１という少なさです。 

 日本の看護職員数は約１３０万人ですが、過酷な労働実態のもと

で離職者が後を断たず、離職率１３．１％、新卒看護師の１年以内

離職率９．３％（日本看護協会調べ）となっています。日本医労連

の調査でも、「充分な看護が提供できている」は８．１％であり、「自

らの健康に不安」６４．７％、「慢性疲労状態」７７．６％、「仕事

を辞めたいと思う」は７３．１％にも達しています。 

 私たちは、働き続けられる労働条件のもとで、いつも笑顔で安全

でゆきとどいた看護を提供したいと願っています。そのために、現

在、看護師の大幅増員をめざして運動をしているところです。 

 つきましては、貴議会におかれまして、下記事項につき、地方自

治法第９９条にもとづく国に対する意見書を決議していただける

よう請願いたします。 

 

 



請願事項 

１ 安心・安全でゆとりある看護が提供できるようにすること。 

２ 看護職員の配置基準を抜本的に改善し、定着のための施策を進

めること。 

３ 看護師養成定員の増員、子育てと仕事の両立が図れるよう職場

環境を改善すること。 

４ 夜勤の日数を月８日以内に規制するなど「看護職員確保法」等

を改正すること。 
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